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K を代数的閉体とし、K 上の多元環 Aに対して、DA = HomK(A,K)とする。

Hochschild拡大環は 1945年に Hochschild [3]によって導入された環拡大であり、自明拡大環の一

般化である。多元環 Aの DAによる Hochschild拡大環は 2-cocycle α : A × A → DAによって定

まり、2次のコホモロジー群 H2(A,DA)とホッホシルト拡大の同値類全体の間に一対一対応が存在

する。また、DAによる Hochschild拡大環は自己入射的であり、Hochschild拡大環は 2-cocycleに

よって豊富な自己入射的多元環を与える。特に、自明拡大環は対称多元環である。

本講演の前半では、自己入射的中山多元環についてホッホシルト拡大環の quiverについて述べる

[5]。自明拡大環の quiverについては Fernándezと Platzeckにより決定されている [1]。Hochschild

拡大環に対しては 2-cocycleに依存するためほとんど決定されていない。ここでは自己入射的中山多

元環について 2-cocycleを調べることで Hochschild拡大環の quiverを決定する。

後半では、Hochschild 拡大環が対称多元環であるための必要十分条件について説明する。また、

cycle をもたない bound quiver algebra に対して、その Hochschild 拡大環をある条件で分類する。

1999年、Hochschild拡大環が対称多元環であるための十分条件が 2-cocycleを用いて与えられ [6]、

講演者はこの十分条件を拡張したが必要十分条件ではなかった [4]。最近、Hanによって Hochschild

拡大環が対称的であるための 2-cocycleに関する必要十分条件が発見され、Hochcshild拡大環の対称

性について明らかになった [2]。一方、一般に Hochschild拡大環は（拡大の意味で）同値であるとき

環同型であるが、逆は一般に成り立たない。ただし、多元環の 2つの Hochschild拡大環が同値でな

くても同型となる場合がある。ここでは、多元環 Aの同型な Hochschild拡大環を定める 2-cocycle

の関係について、Aの自己同型に関する結果を述べ、Aが cycleをもたない bound quiver algebra

である場合の結果を述べる。
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